
【平成27年度 財政健全化に向けた主な取り組み】
1．職員給与の削減
2．インターネットによる不用財産処分
3．委託業務等の契約額の見直し　　　　など

※�一般会計：福祉 ･教育 ･環境など、市民のみなさんの日常生活に関わる仕事をする会計のこと
※特別会計：特別の仕事をする場合に、一般会計とは別に経理をする会計のこと

決算を
市民ひとり
あたりで
見てみると…

歳 入
（収入）

313億9,154万1千円

歳 出
（支出）

307億4,333万1千円

大和郡山市 平成27年度 決算報告

一般会計 歳入･歳出の状況

市の＂財政状況＂を お知らせします。
問合せ＝財政課 （内線 261･262）

平成27年度の一般会計決算は、集中改革プラン｢リ
メイク大和郡山プロジェクト｣などの行財政改革に継
続して取り組んできた結果、5億 5,372万 8千円の黒
字決算となりました。また、国の決算基準である普通
会計（本市では、一般会計に｢公園墓地事業特別会計｣
と｢公共用地先行取得事業特別会計｣をあわせたもの）
も、前年度より増の 5億 8,619 万 7千円の黒字決算
となりました。
また、財政状況を表す指標である財政健全化判断比

率については、土地開発公社解散に伴う第三セクター
等改革推進債の償還が前年度から始まったことによ
り、市の借金である市債に関する指標は増加している

歳入 歳出313 億 9,154 万 1千円 307 億 4,333 万 1千円
（前年度比 517万1千円増）

市債収入
28億2,769万円

国・県からの収入
148億578万7千円

その他の収入
8億4,641万9千円

議会費 3億7,166万3千円

労働費 
2,357万円

災害復旧費 
117万7千円

市民のみなさんからの収入
129億1,164万5千円

民生費
122億3,602万1千円
（�乳幼児医療助成など	
福祉関係の費用）

衛生費
35億4,492万8千円
（�ゴミ焼却やし尿処理、
 各種予防接種事業など）

総務費
34億1,360万5千円
　　（�自治振興などの市民	

活動の推進など）

公債費
45億722万9千円
（�市債の返済など）教育費

24億2,155万円
（�幼・小・中学校教育や	
生涯教育の振興など）

消防費
7億6,747万7千円
（�消防・防災活動の費用）

農林水産業費
2億8,660万8千円
（�農林水産業振興や	
農業委員会業務など）

土木費
29億8,050万3千円
（�道路や河川の整備など）

商工費
1億8,900万円
（�商工業・観光の振興など）

市税
� 120億448万3千円
分担金・負担金
� 2億5,063万5千円
使用料・手数料
� 6億5,364万4千円
寄附金� 288万3千円

（前年度比  4億4,176万1千円減）

ものの、他の指標は前年度と比べて改善しており、さ
らに、市債の残高も着実に減少していることから、こ
れまでの財政健全化への取り組みの成果が現れてきて
いると考えられます。
今後も、積極的に行財政改革に取り組み、将来にわ

たってよりよい市民サービスを提供できる財政基盤づ
くりに努めていきます。

●議会費�������4,223円
●総務費������ 38,785円
●民生費����� 139,025円
●衛生費������ 40,277円

【市民1人あたりの支出　349,304円】� ※平成28年3月31日現在の市の人口（88,013人）で算出

●労働費��������268円
●農林水産業費����3,257円
●商工費�������2,147円
●土木費������ 33,864円

●消防費�������8,720円 
●教育費������ 27,514円
●災害復旧費������ 13円
●公債費������ 51,211円

平成 27年度一般会計の翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いた「実質収支」は、
5億 5,372 万 8千円の黒字となりました。
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